




1 中小企業静岡 2010.1
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2中小企業静岡 2010.1

企
業
内
の
人
材
も
一
五
％
と
一
定
割
合

を
占
め
て
い
る
」
と
現
状
を
紹
介
し
た
。

事
業
承
継
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

「
ト
ッ
プ
の
交
代
で
、
信
用
力
が
低
下

す
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
事
業
承
継

で
は
、
経
営
計
画
を
し
っ
か
り
つ
く
り

こ
み
、
信
用
の
維
持
と
企
業
の
発
展
に

道
筋
を
つ
け
る
こ
と
が
重
要
だ
」
と
結

論
付
け
た
。

Business Report 組合の動き 

組
合
青
年
部
県
大
会

〜
事
業
承
継
の
重
要
性
を
学
ぶ
〜

静
岡
県
中
央
会
・
静
岡
県
青
年
中
央
会

県
内
の
組
合
青
年
部
間
の
相
互
啓
発

や
連
携
強
化
な
ど
を
目
的
に
、
若
手
経

営
者
や
後
継
者
が
一
堂
に
会
す
る
組
合

青
年
部
静
岡
県
大
会
が
、
昨
年
一
一
月

一
四
日
、
静
岡
市
の
東
海
軒
会
館
で
開

催
さ
れ
、
お
よ
そ
九
〇
名
が
参
加
し
た
。

基
調
講
演
で
は
、
企
業
の
再
建
を
支

援
す
る
弁
護
士
や
公
認
会
計
士
、
中
小

企
業
診
断
士
、
司
法
書
士
な
ど
の
専
門

家
で
組
織
す
る
企
業
再
建
・
承
継
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
協
同
組
合
の
組
合
員
で
中

小
企
業
診
断
士
の
岩
本
亨
氏
が
、
事
業

承
継
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。

岩
本
氏
は
、

「
企
業
承
継
の
成
功
に
は
、
経
営
者
の

交
代
、
資
産
及
び
経
営
の
承
継
の
三
要

素
が
絶
対
に
欠
か
せ
な
い
」
と
し
た
上

で
、「
中
小
企
業
の
廃
業
理
由
の
四
分
の

一
は
、
後
継
者
が
い
な
い
こ
と
で
あ
る
」

と
後
継
問
題
に
触
れ
、「
仮
に
後
継
者
が

存
在
し
て
も
、
経
営
者
が
現
役
に
意
欲

を
示
し
、
後
継
者
を
育
て
よ
う
と
し
な

い
一
方
、
後
継
者
も
自
分
か
ら
経
営
者

に
対
し
言
い
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
と

い
う
経
営
者
と
後
継
者
間
に
意
識
の
ズ

レ
が
あ
る
」
と
指
摘
し
た
。

ま
た
中
小
企
業
白
書
な
ど
の
統
計
を

挙
げ
、

「
後
継
者
を
す
で
に
決
め
て
い
る
企
業

は
四
四
％
、
決
め
て
は
い
な
い
が
候
補

者
が
い
る
企
業

が
三
七
％
、
適

当
な
候
補
者
が

い
な
い
企
業
は

一
九
％
と
な
っ

て
い
る
。
後
継

者
が
決
定
し
て

い
る
企
業
の
七

割
が
息
子
や
娘

を
後
継
者
に
挙

げ
て
い
る
が
、

公
園
を
テ
ー
マ
に
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

焼
津
環
境
緑
化
事
業
協
同
組
合

焼
津
市
内
の
造
園
業
者
で
組
織
す
る

焼
津
環
境
緑
化
事
業
協
同
組
合
（
村
田

昌
弘
理
事
長
）
主
催
の

公
園
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト

が
こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
、

大
賞
を
は
じ
め
一
五
点
の
優
秀
作
品
が

選
ば
れ
た
。

同
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
市
内
の
公
園
の

魅
力
を
写
真
で
伝
え
よ
う
と
企
画
し
た

も
の
で
、
今
年
で
三
回
目
。

市
内
の
公
園
で
撮
影
さ
れ
た
も
の
で

あ
れ
ば
、
テ
ー
マ
や
カ
ラ
ー
・
モ
ノ
ク

ロ
、
フ
ィ
ル
ム
・
デ
ジ
タ
ル
な
ど
を
問

わ
ず
市
内
外
か
ら
広
く
募
集
。
写
真
部

門
と
携
帯
電
話
で
写
真
を
撮
り
メ
ー
ル

で
送
る
携
帯
電
話
写
真
部
門
の
二
部
門

で
行
わ
れ
、
写
真
部
門
三
二
点
、
携
帯

電
話
部
門
四
〇
点
の
あ
わ
せ
て
七
二
点

の
応
募
が
あ
っ
た
。

全
て
の
応
募
作
品
は
、
組
合
事
務
所
に

掲
示
さ
れ
る
と
と
も
に
、
組
合
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（http://w

w
w
.yaizuryokuka.

“

”

com

）
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

組
合
で
は
、

「
夏
祭
り
や
運
動
会
、
散
歩
中
に
見
つ

け
た
も
の
、
気
に
な
る
樹
木
や
花
、
ペ

ッ
ト
と
遊
ぶ
姿
な
ど
、
幅
広
い
テ
ー
マ

で
の
応
募
が
あ
っ
た
。

写
真
の
腕
前

だ
け
で
は
な
く
、
面
白
さ
や
セ
ン
ス
な“

”

s
企
業
再
建
・
承
継
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
協
）
の
岩
本
氏
が
事
業
承
継
の
ポ
イ
ン
ト
を
分
か
り

や
す
く
解
説

▲全ての応募作品が組合事務所に掲示された
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3 中小企業静岡 2010.1

ト
を
は
じ
め
、
公
園
の
魅
力
を
広
く
発

信
す
る
事
業
を
展
開
し
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
た
。

ふ
じ
の
く
に
静
岡
夢
逸
品
フ
ェ
ア
開
催

静
岡
県
食
品
産
業
協
議
会
ほ
か

創
立
三
五
周
年
、
操
業
三
〇
周
年
を
祝
う

富
士
製
紙
協
同
組
合

県
内
の
農
林
水
産
六
団
体
な
ど
で
構

成
す
る
ふ
じ
の
く
に
し
ず
お
か
フ
ー
ド

フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
主
催
の

ふ
じ
の

く
に
静
岡
夢
逸
品
フ
ェ
ア

が
、
昨
年

一
一
月
二
一
日
か
ら
二
三
日
ま
で
、
東

名
富
士
川
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
内
の
道
の

駅
・
富
士
川
楽
座
で
開
催
さ
れ
た
。

県
内
外
に
広
く
県
産
品
を
ア
ピ
ー
ル

し
よ
う
と
、
首
都
圏
か
ら
多
く
の
人
が

訪
れ
る
富
士
川
楽
座
を
選
び
、
八
団
体

一
四
業
者
が
出
展
。

朝
霧
ヨ
ー
グ
ル
豚
を
利
用
し
た
ス
テ

“
”

ー
キ
や
ウ
イ
ン
ナ
ー
、
モ
ツ
カ
レ
ー
な

ど
朝
霧
ヨ
ー
グ
ル
豚
販
売
協
同
組
合
の

人
気
商
品
や
桜
え
び
、
シ
ラ
ス
、
み
か

ん
、
静
岡
お
で
ん
な
ど
の
定
番
商
品
が

並
び
、
行
楽
客
ら
が
試
食
や
買
い
物
を

楽
し
ん
だ
。

ま
た
、
浜
松
市
の
Ｌ
Ｌ
Ｐ
（
有
限
責
任

事
業
組
合
）
遠
州
の
わ

が
、
休
耕
田

を
利
用
し
生
産
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
使
用
の

遠
州
お
い
も
ろ
う
る

や
焼
津
市
内
で

生
産
し
た
米
に
、
県
産
茶
葉
の
緑
茶
ペ
ー

ス
ト
を
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
た
、
合
資
会
社

バ
ー
ス
南
企
画
の

茶

ち
ゃ
米

な
ど
の
新
商

品
も
お
披
露
目
さ
れ
た
。

新
商
品
を
出
品
し
た

企
業
の
担
当
者
は
、

「
販
売
の
促
進
と
と

も
に
、
商
品
イ
メ
ー
ジ

や
設
定
価
格
、
味
な
ど

幅
広
く
消
費
者
の
声
を

吸
い
上
げ
る
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
の
場

“

”

“

”

“

”

富
士
製
紙
協
同
組
合
（
山

豊
理
事

長
）
は
、
昨
年
一
一
月
一
四
日
、
富
士

市
の
富
士
市
交
流
プ
ラ
ザ
な
ど
で
、
創

立
三
五
周
年
・
操
業
三
〇
周
年
記
念
祝

賀
会
を
開
催
し
た
。

式
典
は
、
講
演
会
と
祝
賀
会
で
行
わ

れ
、
講
演
会
に
は
一
般
も
参
加
。「
組
合

の
あ
ゆ
み
」
を
上
映
し
た
後
、「
宮
川
花

子
師
匠
」
の
講
演
を
行
っ
た
。
祝
賀
会

は
、
組
合
員
や
そ
の
従
業
員
の
ほ
か
、

中
央
会
や
地
域
の
町
内
会
代
表
者
ら
の

来
賓
を
合
わ
せ
、
七
一
人
が
出
席
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
山

理
事
長
は
、

「
創
立
三
五
年
、
施
設
稼
動
か
ら
三
〇

年
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の

も
、
行
政
や
関
係
機
関
、
そ
し
て
地
域

の
住
民
の
ご
理
解
と
ご
支
援
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
。
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
た

い
。
今
後
も
組
合
一
丸
と
な
り
、
資
源

の
有
効
利
用
と
環
境
保
全
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

式
典
で
は
、
組
合
の
運
営
に
尽
力
し

た
歴
代
理
事
長
ら
に
功
労
賞
が
、
地
域

の
ふ
た
つ
の
町
内
会
に
感
謝
状
が
、
山

理
事
長
か
ら
手
渡
さ
れ
た
。

同
組
合
は
、
昭
和
四
九
年
、
富
士
市

の
中
小
製
紙
会
社
六
五
社
が
、
製
紙
工

程
で
発
生
す
る
製
紙
汚
泥
（
ペ
ー
パ
ー

ス
ラ
ッ
ジ
＝
Ｐ
Ｓ
）
の
共
同
処
理
を
目

的
に
設
立
。
昭
和
五
五
年
に
は
、
中
小

企
業
高
度
化
資
金
を
活
用
し
、
Ｐ
Ｓ
焼

却
場
を
建
設
し
、
操
業
を
始
め
た
。

以
来
、
地
域
住
民
と
の
協
調
の
も
と
、

環
境
保
全
や
公
害
防
止
に
積
極
的
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
Ｐ
Ｓ
灰
の
有
効
活

用
や
再
生
紙
の
利
用
拡
大
に
努
め
る
な

ど
、
活
発
に
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

組合活性化情報

し
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

と
な
っ
た
。
今
後
の
販
売
戦
略
に
活
か

▲あいさつする山　理事長

s
「
道
の
駅
」
で
自
慢
の
商
品
を
ア
ピ
ー
ル

ど
様
々
な
観
点
か
ら
入
賞
作
を
選
ん
だ

が
、
選
か
ら
漏
れ
た
作
品
に
も
力
作
が

多
く
見
ら
れ
た
。
今
後
も
、
コ
ン
テ
ス

22年01月号_P01-06  09.12.17 13:14  ページ 3



主
催
者
を
代
表
し
て
全
国
中
央
会
の

鶴
田
欣
也
会
長
は
「
中
小
企
業
が
さ
ら

に
発
展
す
る
た
め
に
は
、
経
営
革
新
を
図

り
、
環
境
変
化
に
即
応
で
き
る
よ
う
な
経

営
体
質
が
求
め
ら
れ
る
。
同
時
に
個
々

で
は
解
決
で
き
な
い
課
題
に
は
、
連
携

組
織
を
活
用
し
、
積
極
果
敢
に
対
応
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
」
と
述
べ
た
。

来
賓
の
直
嶋
経
産
相
は
「

中
小
企

業
担
当
大
臣

と
し
て
、
資
金
繰
り
対

策
や
雇
用
対
策
、
も
の
づ
く
り
支
援
な

ど
必
要
な
施
策
を
全
力
で
推
進
し
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

“

”

表
彰
式
で
は
、
永
年
に
わ
た
り
中
小

企
業
の
発
展
に
尽
力
し
た
優
良
組
合
三

八
組
合
、
組
合
功
労
者
六
七
名
の
ほ
か
、

中
央
会
優
秀
専
従
者
と
し
て
三
三
名
の

職
員
に
鶴
田
会
長
よ
り
表
彰
状
が
授
与

さ
れ
た
。

本
県
で
は
、
優
良
組
合
と
し
て
伊
東

商
業
協
同
組
合
（
沼
田
渉
理
事
長
）、
浜

松
造
園
事
業
協
同
組
合
（
舩
越
與
市
理

事
長
）、
静
岡
県
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業

組
合
（
加
藤
英
雄
理
事
長
）
が
、
中
央

会
専
従
職
員
と
し
て
鈴
木
充
正
、
中
村

佳
樹
両
主
査
が
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
た
。

”激
動
の
と
き

今
こ
そ
発
揮

団
結
の
力
！
“

テ
ー
マ
に
全
国
大
会
開
催

第
六
一
回
中
小
企
業
団
体
全
国
大
会

全
国
中
央
会
は
、
昨
年
一
一
月
一
九

日
、
千
葉
市
の
「
幕
張
メ
ッ
セ
」
で
千

葉
県
中
央
会
と
の
共
催
で
第
六
一
回
中

小
企
業
団
体
全
国
大
会
を
開
催
し
た
。

大
会
に
は
、
直
嶋
正
行
経
済
産
業
大

臣
は
じ
め
、
政
府
・
政
党
関
係
者
、
行

政
庁
ら
来
賓
を
含
む
三
三
〇
〇
名
が
全

国
か
ら
参
集
。
本
県
か
ら
は
、
六
〇
人

を
超
え
る
組
合
代
表
者
ら
が
参
加
し
た
。

今
大
会
は

激
動
の
と
き
　
今
こ
そ

発
揮
　
団
結
の
力
！

を
テ
ー
マ
に
掲

げ
、
景
況
悪
化
に
対
す
る
緊
急
的
な
中

小
企
業
対
策
の
強
化
や
、
中
小
企
業
が

安
心
し
て
事
業
を
継
続
で
き
る
よ
う
、

一
六
項
目
の
重
要
課
題
を
盛
り
込
ん
だ

大
会
決
議
案
を
採
択
。
中
小
企
業
が
直

面
す
る
諸
問
題
の
解
決
と
今
後
の
方
向

性
を
探
っ
た
。

“

”
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T O IP C S

伊東商業協同組合

沼田渉理事長

浜松造園事業
協同組合

舩越與市理事長

静岡県生コンクリート
工業組合

加藤英雄理事長

Ⅰ.経済危機の克服、中小企業・組合の活力強化、中央会の機能強化
1.経済危機に対する中小企業対策の強化
2.持続的成長に向けた中小企業予算の大幅な増額
3.連携・組織化政策の抜本的強化、組合制度の充実
4.中小企業団体中央会の機能強化

Ⅱ.中小企業に配慮した雇用対策等の推進
1.中小企業に配慮した雇用対策の推進
2.安心できる社会保障制度等の見直し

Ⅲ.公正な競争環境の整備
1.下請法の整備・機能強化と取引適正化の徹底
2.不当廉売等への迅速かつ実効性ある対処
3.地元中小企業と官公需適格組合の受注機会の増大実現

Ⅳ.中小企業の経営力の向上
1.中小企業のI T活用支援の強化・拡充
2.資金繰り対策の継続及び中小企業金融機能の拡充
3.中小企業の事業継続・活力維持・成長力強化に向けた税制支援の拡充強化
4.中小企業に配慮した労働・教育政策の推進
5.商店街及び中小小売商業の活性化支援の拡充
6.中小流通業・サービス業振興対策の強化
7.中小企業の社会的課題対応への支援強化

16項目の大会決議

▲会場の「幕張メッセ」（千葉市）には、全国各地から3300人が集まった。

優　良　組　合
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昨
年
一
〇
月
二
九
日
、
組
合
法
施
行
六

〇
周
年
・
団
体
法
施
行
五
〇
周
年
を

祝
う
式
典
席
上
で
、
経
済
産
業
大
臣
表
彰

を
受
賞
。
総
代
と
し
て
、
増
子
輝
彦
経
済

産
業
副
大
臣
か
ら
表
彰
状
を
受
け
た
。

「
一
人
の
力
は
知
れ
て
い
る
。
今
ま
で
支

え
て
く
れ
た
多
く
の
方
々
に
お
礼
申
し
上

げ
た
い
」
と
穏
や
か
に
語
る
。

平
成
二
年
、
県
内
の
砂
利
採
取
業
者
ら

で
組
織
す
る
工
業
組
合
の
理
事
長
に
就
任

し
た
。

「
初
代
理
事
長
は
県
議
も
務
め
、
二
〇
年

近
く
業
界
を
ま
と
め
て
き
た
重
鎮
。
そ
の

先
代
か
ら

後
を
頼
む

と
強
く
言
わ
れ

ま
し
て
」
と
控
え
め
だ
が
、
ト
ッ
プ
就
任
か

ら
二
〇
年
に
わ
た
り
、
業
界
を
束
ね
て
き

た
手
腕
は
、
衆
目
が
一
致
す
る
と
こ
ろ
だ
。

就
任
以
来
、
一
貫
し
て
災
害
防
止
対
策

の
徹
底
と
法
令
遵
守
を
強
く
説
い
て
き
た
。

「
災
害
防
止
の
た
め
、
年
二
回
、
行
政
に

よ
る
砂
利
採
取
現
場
へ
の
立
ち
入
り
検
査

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
二

〇
年
間
、
事
故
は
も
ち
ろ
ん
、
指
摘
事
項

も
あ
り
ま
せ
ん
。
行
政
と
連
携
し
な
が
ら
、

組
合
を
挙
げ
て
研
修
や
啓
発
に
取
り
組
ん

で
き
た
成
果
で
す
」
と
胸
を
張
る
。

行
政
と
の
間
に
築
い
た
信
頼
関
係
は
、

良
質
な
川
砂
利
の
確
保
に
も
つ
な
が
っ
た
。

「
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
で
出
た
大
量
の
川
砂

利
の
採
取
を
組
合
で
、
と
声
が
か
か
っ
た
。

川
砂
利
が
枯
渇
し
つ
つ
あ
り
、
そ
の
保
護

の
た
め
採
取
量
が
制
限
さ
れ
て
い
た
の
で
、

本
当
に
助
か
り
ま
し
た
」。 “

”

昭
和
五
〇
年
代
後
半
、
七
〇
社
を
超
え

て
い
た
組
合
員
は
、
半
分
近
く
と
な
っ
た
。

「
建
設
需
要
の
冷
え
込
み
か
ら
、
価
格
は

低
迷
。
終
わ
り
な
き

サ
バ
イ
バ
ル
ゲ
ー

ム

で
業
界
は
疲
弊
し
て
い
ま
す
」
と
現

状
に
大
き
な
憂
い
を
抱
く
。

石
油
シ
ョ
ッ
ク
直
後
、
組
合
主
導
で
ゼ

ネ
コ
ン
や
生
コ
ン
業
界
、
さ
ら
に
行
政
も

巻
き
込
み
、
砂
利
の
安
定
的
な
供
給
体
制

の
構
築
や
価
格
の
安
定
化
に
取
り
組
み
、

危
機
を
脱
し
た
例
を
挙
げ
、

「
今
必
要
な
の
は
、
こ
う
し
た
業
界
を
越

え
た
取
り
組
み
。
関
係
業
界
や
行
政
に
も

強
く
訴
え
て
い
き
た
い
」
と
力
を
込
め
る
。

島
田
市
に
本
社
を
置
く
砂
利
採
取
業
や

生
コ
ン
、
建
設
業
を
手
が
け
る
㈱
大
塚
の

会
長
。
さ
ら
に
、
石
油
販
売
や
タ
ク
シ
ー

会
社
、
運
送
業
な
ど
幅
広
く
事
業
を
展
開

し
、
平
成
元
年
か
ら
一
〇
年
間
、
地
元
の

商
工
会
長
も
務
め
る
な
ど
、
地
域
経
済
を

支
え
て
き
た
。

「
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
、
そ
の
事
業
を
任

せ
ら
れ
る
人
材
に
恵
ま
れ
た
」
と
周
囲
へ

の
感
謝
を
忘
れ
な
い
。

高
校
時
代
は
野
球
部
に
所
属
。
三
〇
代

か
ら
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
転
じ
、
七
〇
歳
を

超
え
た
今
も
、
地
域
の
チ
ー
ム
で
キ
ャ
ッ

チ
ャ
ー
を
務
め
る
。
四
月
か
ら
一
〇
月
ま

で
、
ほ
ぼ
毎
週
、
と
き
に
は
一
日
二
試
合
と

い
う
強
行
軍
に
な
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

「
勝
ち
負
け
関
係
な
く
、
大
勢
で
ワ
イ
ワ

イ
や
る
の
が
一
番
」
と
楽
し
そ
う
に
そ
の

魅
力
を
語
る
。

“

”

クローズアップインタビュー

静岡県砂利工業組合

大塚 忠理事長

経済産業大臣賞を受賞
業界の安定に
指導力を発揮

5 中小企業静岡 2010.1

組合活性化情報
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6中小企業静岡 2010.1

事
務
局

静岡県茶商工業協同組合

藤田文敏専務理事

万
全
の
事
務
局
体
制
で

”日
本
一
の
茶
産
地
“
を
支
え
る

組合活性化情報

が
ゼ
ロ
だ
っ
た
の
で
、
こ
の
経
験
か
ら

得
た
も
の
は
大
き
か
っ
た
」。

以
来
、
多
岐
に
わ
た
る
業
務
を
経
験

し
、
平
成
七
年
、
四
二
歳
で
専
務
理
事

に
就
任
し
た
。

「
不
安
？
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
る
暇
も

な
く
、
と
に
か
く
無
我
夢
中
。
当
時
の
理

事
長
が

好
き
な
よ
う
に
や
り
な
さ
い
。

責
任
は
私
が
取
る

と
言
っ
て
く
れ
た
の

が
と
て
も
心
強
か
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

い
ま
、
組
合
を
挙
げ
て
取
り
組
む
の

が
、
も
の
づ
く
り
と
ひ
と
づ
く
り
。
職

人
の
優
れ
た
技
を
次
代
に
継
承
し
、
企

業
秘
密

と
さ
れ
る
仕
上
げ
技
術
を
業

界
全
体
で
共
有
す
る
た
め
の
仕
組
み
づ

く
り
で
あ
る
。

「
こ
う
し
た
長
期
的
な
視
野
で
取
り
組

む
も
の
、
三
年
か
ら
五
年
の
ス
パ
ン
で

行
う
も
の
、
一
年
ご
と
に
テ
ー
マ
を
掲

げ
て
行
う
も
の
を
明
確
に
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
そ
の
た
め
の
材
料
を
集
め
、

組
合
員
に
提
案
す
る
の
が
事
務
局
」
と

そ
の
役
割
を
し
っ
か
り
と
押
さ
え
る
。

「
事
務
局
職
員
は
私
を
含
め
六
人
。
限

ら
れ
た
人
員
で
や
り
繰
り
す
る
の
で
、

自
分
の
担
当
以
外
は
分
か
り
ま
せ
ん
、

じ
ゃ
通
用
し
な
い
。
担
当
が
不
在
で
も

他
の
職
員
が
対
応
で
き
る
よ
う
臨
ん
で

い
ま
す
」
と

日
本
一
の
茶
産
地

を

支
え
る
事
務
局
の
体
制
は
万
全
だ
。

二
〇
年
ほ
ど
前
に
始
め
た
ゴ
ル
フ

は

シ
ン
グ
ル

一
歩
手
前
の
腕
前
。

「
年
齢
に
関
係
な
く
楽
し
め
、
メ
ン
タ

ル
面
の
要
素
が
大
き
い
の
が
魅
力
。
健

康
維
持
に
も
も
っ
て
こ
い
、
で
す
」。

“

”

“

”

“

”

“

”

昭
和
五
一
年
四
月
、
大
学
を
卒
業
し
、

組
合
事
務
局
に
入
っ
た
。

「
高
校
時
代
の
友
人
の
父
が
、
当
時
組

合
の
副
理
事
長
。
欠
員
が
出
た
か
ら
ど

う
だ
、
と
声
を
か
け
て
も
ら
っ
た
の
が

き
っ
か
け
で
す
」。

入
っ
て
す
ぐ
任
さ
れ
た
の
は
、
の
れ

ん
や
の
ぼ
り
、
販
促
用
ポ
ス
タ
ー
な
ど

組
合
員
が
必
要
と
す
る
資
材
の
発
送
作

業
。
業
界
が
最
盛
期
を
迎
え
る
四
月
下

旬
か
ら
五
月
に
間
に
合
う
よ
う
、
倉
庫

に
こ
も
っ
て
商
品
を
梱
包
し
、
ラ
イ
ト

バ
ン
で
県
内
各
地
の
組
合
員
に
届
け
た
。

「
行
く
先
々
で
、
で
き
た
て
の
新
茶
を

ご
馳
走
に
な
っ
た
り
、
業
界
の
生
の
声

を
聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
り
し
て
、
可
愛

が
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
お
茶
の
知
識

全９項目のうち、在庫数量のみ前年同月を上回る
傾向。収益状況、業界の景況にて－70.0を下回る厳
しい状況。売上高、設備操業度も－60台を推移。また
販売価格にて直近10年で最も低い値となった。
前月の値との比較では、売上高など３項目で値が

上昇し、悪化幅縮小。一方、販売価格など５項目で悪
化が強まり、一層の経営環境の悪化が心配される。

・・・対象17業種より抜粋
［食料品］静岡市
インフルエンザ流行による学級閉鎖が多く、学校給食向けの
需要が減り、売上が減少している。
［鉄鋼・金属］湖西市
設備投資関連の仕事がない。見積もり要望があると、価格の
下げ合いになってしまう。
［輸送用機器］浜松市
４輪車の生産・輸出実績は14ヶ月連続で前年を下回る。ただ
し、エコカー減税などが奏功し、前年比減少率は改善しつつあ
る。２輪の国内外生産は前年同月比の半分。輸出も同程度。

［サービス業（宿泊業）］伊豆市
本来なら行楽シーズンで、去年までは平日でも満室のところ
もあったが、今年は土日でも空室がある状況。
［運輸業］静岡市
荷動きは依然低調で回復の兆しはない。景気低迷で内需が落
ち込んでいるにもかかわらず、原油価格が上昇しており（10月
に比べ２円値上がり）収益状況は厳しい。

※DI値＝［（増加・好転組合数－減少・悪化組合数）／対象組合数］×100
＋0.1以上･･･ ±0.0･･･ ～－20.0･･･ －20.0 ～･･･
なお、「在庫数量」のみマイナス値が大きいほど好要件としている。

概　況

業界の声

H21.10 H21.11

-71.3

-24.6

-44.9

-44.8

-72.5

-52.9

-58.9

-32.2

-70.1

-69.0

-24.6

-52.9

-39.1

-75.9

-56.3

-61.5

-31.0

-74.7

H21.10 H21.11

2.3

±0

-8.0

5.7

-3.4

-3.4

-2.6

1.2

-4.6

DI値の推移

景況ウォッチ （21年11月の情報連絡員月次景況調査より）

静岡県中央会に設置されている情報連絡員〔協同組合等の役職員87名に委嘱〕による毎月の景況調査の概要です。
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7 中小企業静岡 2010.1

平成22年 誌上年賀交換

イラスト／近藤よしひろ

静
岡
県
で
話
さ
れ
る
方
言
は
、
一

般
に
「
抑
揚
が
ほ
と
ん
ど
な
く
」、「
ア

ク
セ
ン
ト
は
ほ
ぼ
東
京
方
言
と
同
じ
」

で
「
日
本
の
方
言
の
中
で
も
っ
と
も

共
通
語
に
近
い
」
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。し

か
し
、
そ
の
一
方
、
東
京
と
名

古
屋
の
ほ
ぼ
中
間
に
位
置
し
、
古
く

か
ら
東
海
道
と
い
う
交
通
の
大
動
脈

が
東
西
に
貫
く
本
県
に
は
、

東
西
文

化

が
交
わ
り
、
豊
か
な
表
現
力
を
も

つ
多
く
の
方
言
が
存
在
す
る
こ
と
も

事
実
で
す
。

特
集
で
は
、「
え
っ
、
聞
い
た
こ
と

な
い
よ
」
と
い
う
希
少
性
の
高
い
も

の
か
ら
、
方
言
と
は
意
識
せ
ず
に
、

日
常
的
に
使
わ
れ
て
い
る
も
の
ま
で
、

編
集
部
の
独
断
で

し
ぞ
ー
か

を
代

表
す
る
六
一
の
方
言
を
選
ん
で
み
ま

し
た
。

皆
さ
ん
は
、
い
く
つ
知
っ
て
い
ま

す
か
？
　

参
考
文
献

「
静
岡
方
言
誌
　
え
ー
ら
　
し
ぞ
ー
か
」

富
山
　
昭
　
著
・
静
岡
新
聞
社

「
し
ず
お
か
方
言
考
　
読
ん
で
ご
ろ
じ
」

富
山
　
昭
　
著
・
静
岡
新
聞
社

「
傑
作
　
し
ぞ
ー
か
弁
」

静
岡
新
聞
社
編

“

”

“

”

【ごせっぽい】…せいせいする・落ち着く「ようやく仕事が終わって　ごせっぽい」
※静岡の代表的な方言。「御精」、「後世」などが語源とされる。なお、富士など一部の地域では
「せいせいしない」と正反対の意で使用されることもある。
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8中小企業静岡 2010.1

熱海温泉ホテル旅館協同組合
〒413-0011 熱海市田原本町9-1 第一ビル2Ｆ　
10557-81-5141 FAX0557-81-5143
http://www.atamispa.com

理 事 長　内田　進

土肥温泉旅館協同組合
〒410-3302 伊豆市土肥412番地の19
10558-98-0523 FAX0558-98-0524
http://www.toi-onsen.com

理 事 長　関　祐司

東芝機械協力協同組合
〒410-0022 沼津市大岡2470番地
1055-922-7047 FAX055-924-9155
http://www.siz-sba.or.jp/toshiba-cu/

代表理事　山崎 亨

協同組合沼津専門店会
〒410-0801 沼津市大手町4丁目4番10号

1055-951-0039 FAX055-951-3055

理 事 長　松田　和孝

静岡県東部質屋協同組合
〒410-0036 沼津市平町11-2

1055-962-2960 FAX055-962-2960

理 事 長　川村　勇

静岡県保険代理業協同組合
〒410-0822 沼津市下香貫宮脇200-3
1055-935-0438 FAX055-935-0439
http://www.siz-sba.or.jp/sig-95

代表理事　青木　義勝

静岡県東部商工協同組合
〒410-0881 沼津市八幡町7の1
1055-952-1447

会　　長　佐野　光治
理 事 長　川口　正信

沼津仲見世商店街振興組合
〒410-0803 沼津市添地町20番地の3
1055-963-2580 FAX055-963-7381
http://nakamise.numazu.nu

代表理事　原田　治行

沼津工業団地協同組合
〒410-0001 沼津市足高332番地の68
1055-925-1000 FAX055-925-1002
http://www.siz-sba.or.jp/nkdmt/

理 事 長　梶川　弘一

沼津魚仲買商協同組合
〒410-0842 沼津市蛇松町32-3
1055-962-2882 FAX055-951-0391
http://www.siz-sba.or.jp/nu-uonaka/

理 事 長　後藤　義男

伊東温泉旅館ホテル協同組合
〒414-0003 伊東市中央町13番地28号
10557-37-2011 FAX0557-37-3090
http://www.ito.or.jp

代表理事　柴田　昌彦

修善寺温泉事業協同組合
〒410-2416 伊豆市修善寺1146-2

10558-72-4471 FAX0558-72-4449

代表理事　野田　治久

富士の国特産品振興事業協同組合
〒410-0848 沼津市千本西町22番地ピュア光栄3D

1055-962-2556 FAX055-962-2573

代表理事　青木　善明

三島工業団地協同組合
〒411-0824 三島市長伏155-9
1055-977-2017 FAX055-977-2957
http://www.siz-sba.or.jp/mishima

理 事 長　諏訪部　敏之

22年01月号_P07-23  09.12.16 13:24  ページ 8



9 中小企業静岡 2010.1

あけましておめでとうございます

三島沢地工業団地協同組合
〒411-0042 三島市平成台2番地
1055-988-5600 FAX055-988-5628
http://www.siz-sba.or.jp/m-sawazi

理 事 長　野田　和秀

岳南第一製紙協同組合
〒419-0201 富士市厚原字川窪311番地の1
10545-71-6441 FAX0545-71-2234
E-mail:gaku-1@ninus.ocn.ne.jp

理 事 長　鈴木　基之

【あらすか】…あるものか・あるはずがない
「あいつが失敗するなんて　そんなこたぁ　あらす
か」

【あわっくい、あわくい】…慌て者
「あの子は　あわっくいで　困ったもんだ」

【いきがつら】…行ったついでに
「あそこへ　いきがつら 用を足してくるで」

【いごく】…動く
「この自転車　まだ　いごくかな？」

【いじろぎがない】…身の置き場がない
「こんなに　狭くちゃ　いじろぎがないよぉ」

【えーからかん】…いいかげん・でたらめ
「あいつの仕事は　えーからかん だでなー」
※「いいかげん」からの派生語。「えーからかげん」とも。

【えらい】…骨が折れる・疲れる・大変
「この坂道は急だで　登るの　えらいわ」

【おーざか】…ゴキブリ

【おーぼったい】…鬱陶しい・はれぼったい
「寝不足で　目がおーぼったい」
※何かが覆うような感じから。

富士環境整備事業協同組合
〒419-0202 富士市久沢22番地の1

10545-71-05008 FAX0545-71-0501

理 事 長　若林　厚

あ

富士市浮島工業団地協同組合
〒417-0826 富士市中里字水門前2626番地22
10545-32-2131 FAX0545-32-2199
http://www.wbs.ne.jp/bt/ukishima/

理 事 長　杉山　清

富士市水道指定工事店協同組合
〒417-0058 富士市永田北町10番25号
10545-51-0863 FAX0545-52-7221
http://www.siz-sba.or.jp/fuji-suidou

代表理事　遠藤　正三
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ファインネット協同組合
〒418-0052 富士宮市淀平町755-1
10544-27-2755 FAX0544-26-4465
http://www.fainnet.com

代表理事　土田　由華

お弁当のよしわら

吉原給食事業協同組合
〒417-0852 富士市原田126番地の1
10545-52-3028 FAX0545-53-0657

理 事 長　山本　尊久

富士地区貨物運送事業協同組合
〒417-0033 富士市島田町1丁目194-1
10545-54-1202 FAX0545-53-1248
E-mail:fujikakyou@forest.ocn.ne.jp

理 事 長　岡島　賢臣

富士トラック団地協同組合
〒417-0002 富士市依田橋120番地の1
10545-52-92118 FAX0545-52-5722
http://www.fuji-toradanti.or.jp/

理 事 長　秋山　邦彦

富士宮駅前通り商店街振興組合
〒418-0065 富士宮市中央町8-13
10544-26-3380 FAX0544-27-3952
http://www.16-site.com/

代表理事　増田　恭子

【おすんばー】…はにかみや
「うちの子は　おすんばーで　困るよー」
※「小さくなる」「すぼまる」の古語「すばる」が語源。恥
ずかしがって、体をすぼめるところから。

【おぞい】…粗末な・粗悪な
「このイスは　おぞいなー」

【おだっくい】…お調子者
「おの子は　ふんとう（本当）に　おだっくいだも
んで　恥ずかしいよう」
※「おだっきー」とも。「おだを食う」（おだてに乗る）から。
静清地域独特の方言。

【おとましい】…予想以上に驚いた様子・大変だ・
恐ろしい・痛ましい・鬱陶しい

「雨ばっかり続いて　おとましいねえ」
「あんな大きなケガして　おとましいよう」
※語源は「疎ましい」。県内で広く使用され、意味も多様。

【おひんぶる】…気取る・上品ぶる
「あの娘は　いっつも　おひんぶってるね」
※「お上品ぶる」の簡略形。

【かーち】…代わりに
「そんなこと　せんでもええけど　そのかーち し
っかり　仕事してくりょー（くれよ）」

か
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協同組合ロームシステム
〒424-0044 静岡市清水区江尻台町21-21
1054-364-9311 FAX054-365-6900
http://www.lomsys.or.jp

理 事 長　海野　要三

協同組合小糸製作所協力会
〒424-0061 静岡市清水区大内256-1
1054-348-2533 FAX054-348-2551
http://www.siz-sba.or.jp/koitokyo/

代表理事　水野　一保

エコテクノ事業協同組合
〒424-0844 静岡市清水区西高町11-6

1054-352-6001 FAX054-352-6007

理 事 長　室井　順雄

清水工業団地協同組合
〒424-0301 静岡市清水区宍原622番地の9
1054-394-0977 FAX054-394-0980
http://www.siz-sba.or.jp/shimidan

理 事 長　梶本　忠恒

清水港木材協同組合
〒424-0941 静岡市清水区富士見町8番15号

1054-353-3231 FAX054-353-1840

理 事 長　大塚　峰男

清水港共同倉庫事業協同組合
〒424-0206 静岡市清水区興津清見寺町1375-36

1054-369-2351 FAX054-369-2352

理 事 長　 藤　春雄

清水銀座商店街振興組合
〒424-0817 静岡市清水区銀座13番30号

1054-366-5724 FAX054-366-5703

理 事 長　池田　和正

静岡葬祭業協同組合
〒424-0104 静岡市清水区草ヶ谷29-4
1054-364-8155 FAX054-364-8154
「シティホールたちばな」70120-49-5401

代表理事　杉山　和義

静岡県タイヤ商工協同組合
〒424-0942 静岡市清水区入船町1番1号
1054-353-2444 FAX054-352-2876
http://www.siz-sba.or.jp/tire/

理 事 長　日野口　智健

静岡県溶接工業協同組合
〒424-0847 静岡市清水区大坪1丁目5番15号
1054-347-3070 FAX054-347-3118
http://www.siz-sba.or.jp/yousetsu

理 事 長　梶本　忠恒

協同組合沼津卸商社センター
〒411-0912 駿東郡清水町卸団地203番地
1055-971-6500 FAX055-973-5754
http://www.geocities.jp/orodan203/

理 事 長　芹澤　明寛

清水港木材産業協同組合
〒424-0941 静岡市清水区富士見町8番15号
1054-353-3231 FAX054-353-1840
E-mail:soumu@mokusan.or.jp
http://www.mokusan.or.jp

理 事 長　杉山　陽一

清水港木材団地協同組合
〒424-0941 静岡市清水区富士見町8番15号

1054-353-3231 FAX054-353-1840

理 事 長　杉山　陽一

清水自動車整備協同組合
〒424-0045 静岡市清水区東大曲町6番20号

1054-366-4185 FAX054-364-8947

理 事 長　大石　忠士
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清水地区建設事業協同組合
〒424-0114 静岡市清水区庵原町149の6
1054-364-4695 FAX054-364-3280
http://www.seiken.or.jp/

理 事 長　上條　紀英

清水鉄工機械工業協同組合
〒424-0839 静岡市清水区入江岡町15番26号
1054-353-6341 FAX054-352-2741
http://www.siz-sba.or.jp/simic

理 事 長　青木　正已

協同組合静岡流通センター
〒420-0922 静岡市葵区流通センター2番1号
1054-263-2000 FAX054-263-2004
http://www.shizuokaryutsu.or.jp/

理 事 長　松崎　至宏

日専連 静岡
協同組合静岡専門店会

〒420-0031 静岡市葵区呉服町2丁目7番地の26
1054-252-7188 FAX054-252-7210
http://www. nissenren-shizuoka.or.jp

理 事 長　長谷川　総一

協同組合環衛センター
〒422-8072 静岡市駿河区小黒1丁目6番10号

1054-286-7381 FAX054-286-7391

代表理事　堀江　龍一

赤帽静岡県軽自動車運送協同組合
本部　〒420-0812 静岡市葵区古庄１丁目10-8
1054-263-7363 FAX054-261-2567
西部配車センター
1053-426-0488 FAX054-261-2567
東部配車センター
1055-921-0121 FAX054-261-2567

代表理事　稲井　弘 http://shizuoka.akabou.jp

ペットの葬儀・火葬・納骨・供養

企業組合 動物の森
〒421-1222 静岡市葵区産女987-1
1054-276-0550 FAX054-276-0555
年中無休・24時間電話受付
http://www.doubutsunomori.com

代表理事　小林　明美

Creative Cluster ISO 9001 認証取得

企業組合　針谷建築事務所
〒422-8072 静岡市駿河区小黒3丁目6番9号
1054-281-1155 FAX054-282-5502
http://www.siz-sba.or.jp/harigaya/

理 事 長　高田　雅司

中駿商工業協同組合
理 事 長　山田　隆照
本 　 店 /〒424-0814 静岡市清水区本郷町5番13号
1054-365-3456
静岡支店 /〒420-0837 静岡市葵区日出町1番地の5
1054-254-2670

日新協同組合
〒424-0926 静岡市清水区村松390

1054-336-1755 FAX054-336-1757

代表理事　梶本　忠恒

清水電気工事協同組合
〒424-0842 静岡市清水区春日2丁目5番12号

1054-353-6165 FAX054-353-6166

理 事 長　松本　高明

静岡機械金属工業団地協同組合
〒421-0106 静岡市駿河区北丸子1丁目31番70号
1054-259-8334 FAX054-259-8335
http://www.siz-sba.or.jp/mariko/

理 事 長　村田　保

山静コンクリートパイル協同組合
〒422-8062 静岡市駿河区稲川1丁目1-6

（フォレスト静岡駅前ビル201）
1054-285-77528 FAX054-285-7875

理 事 長　高橋　脩

アオイ・テクノパーク協同組合
〒421-1201 静岡市葵区新間1089-204

1054-204-7970 FAX054-204-7971

理 事 長　福原　弘敏
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静岡県朝日新聞販売協同組合
〒420-0853 静岡市葵区追手町7番1号

1054-251-2669 FAX054-254-8976

代表理事　望月　保延

静岡給食協同組合
〒421-0106 静岡市駿河区北丸子1丁目19番20号

1054-259-13418 FAX054-259-0152

理 事 長　山　　純男

静岡県貨物運送協同組合
〒420-0822 静岡市葵区宮前町24番地の2
1054-261-9141 FAX054-261-2805
http://www.siz-sba.or.jp/shizuka

理 事 長　杉山　節雄

【かじる、かじくる】…指で掻く、引っ掻く

【がとー】…たくさん
「蚊に　がとー 刺されて痒いもんで　かじくった」

【がらい】…ついうっかり・誤って
「がらい 落とした」
※反対語は「はだって」（わざと）。

【かんだるい、かいだりい】…疲れて億劫な
「徹夜明けは　かんだるいなぁ」

【きっちゃか】…てきぱき・早く・すばやい
「もっと　きっちゃか やって　くりょー（くれよ）」

【ぐらす、ぐらかす】…（足首を）くじく
「階段から落ちて　ぐらかした」
※「くじく」の意だが、もっぱら足首をくじくときに使われる。

【くろ】…隅・端
「部屋の　くろにある　イスをとって」

【けっこい】…きれい
「今朝の富士山は　けっこいね」

【ごせっぽい】…せいせいする・落ち着く
「ようやく仕事が終わって　ごせっぽい」
※静岡の代表的な方言。「御精」、「後世」などが語源とされ
る。なお、富士など一部の地域では「せいせいしない」と
正反対の意で使用されることもある。

静岡県砕石業協同組合
〒420-0004 静岡市葵区末広町110番地　和光第2ビル内

1054-271-2618 FAX054-271-2621

代表理事　後藤　裕史

静岡県環境整備事業協同組合
〒422-8067 静岡市駿河区南町10番18号山本ビル2階

1054-281-5672 FAX054-287-6422

理 事 長　 野　三津敏
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静岡県コンクリート圧送工業組合
〒420-0859 静岡市葵区栄町5番地の1（レジデンス太光602号）
1054-254-2977 FAX054-273-3261
E-mail:shizuken-asso@iris.ocn.ne.jp

理 事 長　佐藤　孝

静岡県室内装飾事業協同組合
〒422-8063 静岡市駿河区馬渕3丁目16番7号
1054-282-7792 FAX054-282-2646
http://www.siu.or.jp

理 事 長　村上　達雄

静岡県自動車車体整備協同組合
〒422-8001 静岡市駿河区中吉田10-36
1054-261-1799 FAX054-263-6239
http://www.siz-sba.or.jp/s-shatai/

理 事 長　平松　吉祝

静岡県産業廃棄物処理協同組合
〒420-0822 静岡市葵区宮前町24番地の2貨物会館2階
1054-267-2755 FAX054-208-2552
http://shizuoka-sanpai.jp

代表理事　小笠原　四郎

静岡県クレーン建設工業組合
〒422-8067 静岡市駿河区南町2番23号（コーポマックス6-E）

1054-285-4101 FAX054-284-2754

理 事 長　青島　育男

【こぶしょったい】…不精だ・だらしない
「そんな　こぶしょったい 格好で外に出るな」
※「ぶしょったい」に接頭語（「こ」）をつけた静岡独自の方言。

【ごろーじ】…ごらんなさい
「あの立派な家を　ごろーじ」
※｢ご覧じる｣(ごろーじる)の命令形で｢ごろーじろ｣の略形。

【ささほーさ、ささほーさら】…乱雑
「家中が　ささほーさらで　足の踏み場もない」

【しょんばい】…塩辛い・しょっぱい
「こりゃー　しょんばい 料理だな」
※東日本では「しょっぱい」、西日本では「からい」。「しょ
んばい」は静岡のみ。

【しらっくら】…（態度が）はっきりしないこと
「いつまでも　しらっくら するなよ」
※「しら（白）」、「くら（暗）」にそれぞれ「とぼけて偽る」
の意。

【そのいと】…そのうち
「ムダ使いばっかりしていると　そのいとに　お金
なくなるよ」

【そらーつかう】…とぼける・知らんぷりする
「道ですれ違ったのに　そらーつかわれた」

さ
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静岡県中部街商協同組合
〒420-0034 静岡市葵区常磐町3丁目4-18

（ダイヤモンドハイツ502）
1054-255-2563

理 事 長　日高　昌太郎

静岡県商工協同組合
〒420-0853 静岡市葵区追手町44-1

1054-254-1511

理 事 長　望月　浩

静岡県石油業協同組合
〒422-8052 静岡市駿河区緑が丘町1番3号
1054-282-4337 FAX054-286-6598
http://www.shizuseki.com

理 事 長　永石　俊祐

静岡県セメント卸協同組合
〒420-0034 静岡市葵区常磐町2丁目13番地の2

1054-253-6722 FAX054-253-1529

理 事 長　神田　烈

静岡県自動車整備商工組合
〒422-8004 静岡市駿河区国吉田2丁目4番47号

1054-263-1161

理 事 長　神田　勝史

静岡県砂利工業組合
〒420-0037 静岡市葵区人宿町2丁目1番地の3

1054-254-64958 FAX054-254-6496

理 事 長　大塚　忠

静岡県中古自動車販売商工組合
〒420-0905 静岡市葵区南沼上1859-2
1054-263-6161 FAX054-264-0160
http://www.ju-shizuoka.jp/

理 事 長　澤田　稔

静岡県ソフトウェア事業協同組合
〒420-0852 静岡市葵区紺屋町11番地の17 http://ssanet.jp/
事務局：〒422-8076 静岡市駿河区寿町6-34
1054-289-2210 FAX054-289-2209

代表理事　村松　克己

静岡県茶商工業協同組合
〒420-0005 静岡市葵区北番町81番地　県茶業会館3階
1054-254-2518 FAX054-254-8996
http://www.siz-sba.or.jp/kencha/

理 事 長　鈴木　毅志

静岡県中小企業労務改善団体連合会
〒420-0853 静岡市葵区追手町44-1

（静岡県中小企業団体中央会内）
1054-254-1511 FAX054-255-0673

会 　 長　梅原　秀夫

静岡県中部建設業協同組合
〒422-8027 静岡市駿河区豊田3丁目5番48号レジデンスKFC1階
1054-282-36688 FAX054-282-3628
http://www.siz-sba.or.jp/chuken/

代表理事　尾坂　昇

静岡県中部質屋協同組合
〒420-0037 静岡市葵区人宿町一丁目4番地の4

1054-252-6313 FAX054-272-4005

代表理事　森田　篤

静岡県漬物協同組合連合会
〒420-0835 静岡市葵区横田町3番19号（青果ビル2階）
1054-251-3916 FAX054-251-3915
http://www.shizuoka-tukemono.com/

会　　長　野桜　雅敏

静岡県中部生コンクリート協同組合
〒422-8006 静岡市駿河区曲金6丁目2番45号

1054-288-5544 FAX054-288-5725

理 事 長　鈴木　勝巳
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静岡県電気工事工業組合
〒422-8056 静岡市駿河区津島町12番27号
1054-288-1250 FAX054-288-1252
http://www.shizukendenko.org/

理 事 長　原口　勉

静岡県鐵構工業協同組合
〒420-0858 静岡市葵区伝馬町16番3号 シルクスクエア2号館2F

1054-275-3001 FAX054-275-3007

理 事 長　松尾　浩亘

静岡県プロパンガス商工組合
〒420-0064 静岡市葵区本通6丁目1番10号

（静岡県プロパン会館3階）
1054-255-2451 FAX054-255-2474

理 事 長　中川　精二

静岡県遊技業協同組合
〒422-8043 静岡市駿河区中田本町17-22
1054-289-00338 FAX054-289-0130

理 事 長　佐原　英雄
役員一同

静岡県塗装看板業協同組合
〒420-0033 静岡市葵区昭和町3番1号 静岡昭和町ビル

1054-273-1913 FAX054-273-2344

代表理事　小林　力

静岡県生コンクリート工業組合
〒422-8006 静岡市駿河区曲金6-2-45

1054-287-5066 FAX054-280-5305

理 事 長　加藤　英雄

静岡県電機商業組合
〒422-8061 静岡市駿河区森下町1-30（サンコウビル3Ａ）
1054-281-9865 FAX054-284-5651

理 事 長 片瀬　勝
http://www.densyoso.com
副理事長 大村謙次 石井勝治 加藤好男

静岡県流通事業協同組合
〒422-8067 静岡市駿河区南町1番1号

1054-283-1908 FAX054-284-7891

理 事 長　 橋　一義

静岡製本業協同組合
〒421-2114 静岡市葵区安倍口新田505
1054-296-3144 FAX054-296-3144
E-mail:miwahon@if-n.ne.jp

代表理事　森　雅弘

静岡市ホテル旅館協同組合
〒420-0852 静岡市葵区紺屋町4-10
1054-253-1165 FAX054-251-5863
http://www.shr.or.jp

理 事 長　竹内　輝

静岡青果物商業協同組合
〒420-0922 静岡市葵区流通センター1番1号

1054-263-34418 FAX054-265-5250

理 事 長　秋山　禎男

静岡市水道局指定工事店協同組合
〒420-0803 静岡市葵区千代田5丁目13番12号

1054-247-3131 FAX054-247-7104

理 事 長　伊藤　哲

静岡市水産物商業協同組合
〒420-0922 静岡市葵区流通センター1番1号
1054-263-3451㈹　FAX054-263-2559
清水支所
〒424-0037 静岡市清水区袖師西浜1575番67号
1054-364-3475 FAX054-364-3895

理 事 長　小池　保之

静岡地理情報システム協同組合
〒420-0858 静岡市葵区伝馬町22-2

1054-221-5033

理 事 長　藤山　義修
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あけましておめでとうございます

静岡電気工業協同組合
〒422-8056 静岡市駿河区津島町12番27号
1054-281-9181 FAX054-202-8350
http://www.denki-shizuoka.com

理 事 長　小笠原　正基

静岡雛具人形協同組合
〒420-0064 静岡市葵区本通7丁目2の10

1054-252-6666 FAX054-252-6684

理 事 長　望月　篤

静岡仏壇卸商工業協同組合
〒420-0042 静岡市葵区駒形通5丁目2番7号
1054-255-9126 FAX054-251-4725
http://www4.tokai.or.jp/s-butudankumiai/

代表理事　志村 幹彦

【だら】…でしょ
「やっぱり　そーだら」

【ちょびちょび】…ちょこちょこ差し出口する
「あいつ　また　ちょびちょび してるよ」

【ちんぷりかく、ちんぶる】…すねる
「そんなことで　ちんぶりかくなよ」
※静岡を代表する方言。語源は不明。

【つっからかす・つっこばす】…突き倒す
「後ろから　つっからかされた」

【でがある】…量がある・多い
「こりゃー、飲むにゃあ　でがあるな」
※「使い出」「食べ出」の「出」が語源？

【てっさ】…素手
「ヘビを　てっさで　つんまいた（捕まえた）」

【てんだう】…手伝う
「たまにゃあ　店のてんだい しろ」

た

新日アスファルト防水事業協同組合
〒420-0852 静岡市葵区紺屋町4番8号

1054-273-3078 FAX054-273-3140

代表理事　生井　芳勝

商店街振興組合静岡呉服町名店街
〒420-0031 静岡市葵区呉服町2丁目2番地　呉服町ビル3F
1054-255-8039 FAX054-252-5538
http://www.gofukucho.or.jp/
E-mail:webmaster@gofukucho.or.jp

理 事 長　川辺　哲
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永田エキスパート協同組合
〒421-0106 静岡市駿河区北丸子1-31-50

1054-259-4157 FAX054-258-2016

理 事 長　松永　育治

日産フォークリフト静岡販売株式会社
〒422-8027 静岡市駿河区豊田1丁目1-7
1054-282-2323 FAX054-285-4421
http://www.nissanlift-shizuoka.co.jp

代表取締役社長坂田　至弘

ナノブロッカー協同組合
〒420-0813 静岡市葵区長沼3丁目8-29
1054-263-3722 FAX054-263-3722
http://www.siz-sba.or.jp/nanoblocker/

理 事 長　福本　英司

協同組合オーエフジー
〒421-0214 焼津市中島1270番地
1054-622-0489 FAX054-622-0917
E-mail:ofg1270@coda.ocn.ne.jp

代表理事　築地　宗敏

協同組合焼津さかなセンター
〒425-0091 焼津市八楠4丁目13番地の7
1054-627-3211 FAX054-627-4423
E-mail:osakana@theia.ocn.ne.jp

理 事 長　服部　幸夫

【はぜる、はざす】…爆発させる・割る
「誰だ　この風船　はざしたのは」

【はだって】…わざと
「あいつ　はだって やったな」

【ばんたび】…たびたび・毎度毎度・繰り返し
「あんたも　ばんたび 来るね」

は

【なりき】…粗雑・乱雑
「あんたの字は　なりきだね」
※語源は「成り行き」から？

【ぬくとい】…暖かい・温かい
「今日は　ぬくとい 日だね」

【のたくる】…這い回る
「そんなとこで　なにょー（なんで）のたくってる
だ」

な

【ちゃっと】…すぐに
【とちとち】…（小便を我慢するときの）切羽詰っ

た様子
「とちとちしてないで　ちゃっと してきな」

【とぶ】…走る
｢急いで　とんでこい｣
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あけましておめでとうございます

静岡県志太榛原生コンクリート協同組合
〒426-0044 藤枝市大東町字南1042番地の5

1054-636-0250 FAX054-636-0496

理 事 長　増田　政義

静岡県重機建設業工業組合
〒426-0007 藤枝市潮105番地の5
1054-647-3231 FAX054-644-2649
http://www.s-juki.org/  E-mail:semc@s-juki.org

理 事 長　梅原　秀夫

静岡家具工業団地協同組合
〒426-0009 藤枝市八幡508番地の2
1054-641-2087 FAX054-644-6601
http://www.kagudanchi.or.jp

代表理事　一色　伸一

藤枝建装協同組合
〒426-0021 藤枝市城南1-5-7

1054-644-1919 FAX054-644-1919

理 事 長　岡本　富治

企業組合よりみち
〒437-1621 御前崎市御前崎2947番地の7

10548-63-5359 FAX0548-63-5359

代表理事　黒川　喜美子

藤枝工業団地協同組合
〒426-0002 藤枝市横内800番地の2
1054-641-0881 FAX054-641-1884
http://www.siz-sba.or.jp/fujieda

代表理事　藁科　昌夫

協同組合焼津水産加工センター
〒425-0065 焼津市惣右衛門1280番地の2
1054-624-2111 FAX054-623-3834
http://www.yaizufpc.or.jp

代表理事　村松　憲行

協同組合島田計器部品センター
〒427-0024 島田市横井1-5356-7

10547-35-4011 FAX0547-35-4304

理 事 長　山梨　昭次

協同組合吉田商工セレモニー
〒421-0303 榛原郡吉田町片岡1665番地の1
10548-34-5511 FAX0548-34-5522
http:// www.34-5511.com

代表理事　高橋　敏昭

静岡県情報化サポート事業協同組合
〒421-0303 榛原郡吉田町片岡2021の6
10548-34-5670 FAX0548-34-3151
http://www.sis-or.jp

理 事 長　河守　俊行

日本一清楚な温泉保養地をめざして

寸又峡美女づくりの湯観光事業協同組合
〒428-0411 榛原郡川根本町千頭270番地の3
10547-59-1011 FAX0547-59-1012

理 事 長　望月　孝之

掛川工業団地協同組合
〒436-0043 掛川市大池2798番地の11

10537-22-0930 FAX0537-22-0930

理 事 長　藤田　欣作

静岡県桜海老加工組合連合会
〒421-0213 焼津市飯渕1960

1054-622-0453 FAX054-622-8424

会　　長　鈴木　忠男

静岡県菓子卸商業組合
〒426-0009 藤枝市八幡字宗高521-91大黒屋内

1054-641-5200 FAX054-644-4446

理 事 長　山口　敏雄
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遠州産業販売事業協同組合
〒431-3124 浜松市東区半田山5丁目3-14
1053-489-7888 FAX053-489-7789
http:// www.enshu-hanbai.jp

理 事 長　山本　和幸

協同組合ガスエアコン静岡サービスネット
〒435-0042 浜松市東区篠ヶ瀬町1369番地
1053-465-0024 FAX053-465-0025
http:// www.siz-sba.or.jp/gas_net

理 事 長　辻村　勝

協同組合テクノランド細江
〒431-1304 浜松市北区細江町中川7000-1

1053-523-2555 FAX053-523-2666

理 事 長　山本　純夫

協同組合都田テクノパーク
〒431-2103 浜松市北区新都田1-2-11
1053-484-1250 FAX053-428-4870
http:// www.siz-sba.or.jp/miria

代表理事　松下　浩二郎

協同組合浜松卸商センター
〒432-8055 浜松市南区卸本町37番地
1053-441-0851 FAX053-442-2038
http:// www.siz-sba.or.jp/orodan/

代表理事　山内　致雄

協同組合浜松技術工業団地
〒432-8006 浜松市西区大久保町1347-5
1053-485-5110 FAX053-485-5160
E-mail:h.technological-park@smile.ocn.ne.jp
http://hamamatsu-tp.com/

理 事 長　金森　武夫

静岡共済協同組合
本部　〒430-0911 浜松市中区新津町610
1053-465-5391
支部　〒427-0025 島田市大井町2279-2
10547-36-1198

代表理事　長島　文雄

磐田さぎさか工業団地協同組合
〒438-0004 磐田市匂坂中1600-1
10538-38-1136 FAX0538-38-2470
http://www.iwata-sagisaka.jp/

理 事 長　芝原　利一

袋井地区建設事業協同組合
〒437-0024 袋井市三門町11-12
10538-44-1766 FAX0538-42-4330
http://www.fukuroi-kenkyo.or.jp/

理 事 長　石川　大造

福田工業団地協同組合
〒437-1213 磐田市塩新田浜野494-1

10538-58-1722 FAX0538-58-0227

理 事 長　上田　一誠

遠州灘ふぐ調理用加工協同組合
〒431-1209 浜松市西区舘山寺町2003番地の2

1053-487-1117 FAX053-487-1117

代表理事　新村　祥一

静岡県西部商工協同組合
〒430-0929 浜松市中区中央一丁目17番19号

1053-453-2195

理 事 長　前田　米藏

ツルミオートパーツ協同組合
〒430-0807 浜松市南区鶴見町2731番地の5
1053-422-5851 FAX053-422-5456
E-mail:turumi-ap@yr.tnc.ne.jp

代表理事　青山　修一

日本超硬刃物協同組合
〒435-0013 浜松市東区天龍川町545番地の15
1053-421-2088 FAX053-421-2089
http://www.siz-sba.or.jp/jtc

理 事 長　大澄　信行
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あけましておめでとうございます

浜松織物卸商協同組合
〒430-0919 浜松市中区野口町247番地
1053-460-1996 FAX053-460-1994
http://www.siz-sba.or.jp/orisyou/

理 事 長　小栗　俊彦

浜松上下水道協同組合
〒430-0912 浜松市中区茄子町3番地の2
1053-463-9813 FAX053-465-4666
http://aqua-h.net/ E-mail:hq@aqua-h.net

理 事 長　三輪　容次郎

浜松総合コンサルタント事業協同組合
〒430-0946 浜松市中区元城町113番地の15

1053-452-3476 FAX053-455-0384

理 事 長　内山　隆司

浜松地区運送事業協同組合
〒433-8102 浜松市北区大原町24番地1

1053-438-4870 FAX053-438-4872

理 事 長　松下　隆信

【ひずらしい、ひんずらしい】…陽の光がまぶしい
「今日は　ひんずらしい 日だ」

【ひっぽかす】…投げる・放任する
「また　宿題　ひっぽかして　遊びに行って」

【ひなる】…高い声を張り上げる
「あそこで　こどもが　ひなっている」
※静岡の代表的方言。「ひ」は「ひー」、「ひー、ひー」とい
う声、「なる」は「鳴る」で声を出すことの意。

【ぶそる、ぶそくる】…むくれる・文句をいう
「叱られたくらいで　ぶそくるなよ」

【ぶっさらう】…殴る
「あんまりわがままいうと　ぶっさらうぞ」
※関西なら「どつくでー」、東京では「ぶつよ」くらいの意。

【ふんずばす】…踏みつける
「そこの　おーざか（ゴキブリ）ふんずばして く
りょー」

【ぼっ立つ】…何もせず立つ・突っ立つ
「そんなところで　ぼっ立ってないで　中に入れ」

【まめったい】…よく働く・こまめな
「あの人は　本当に　まめったいね」

ま
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浜松地区建設事業協同組合
〒432-8022 浜松市中区山手町15番19号

1053-454-9012 FAX053-455-7970

理 事 長　伊藤　孝

浜松ベジタブル加工協同組合
〒435-0026 浜松市南区金折町1764番地の1

1053-426-5030 FAX053-426-4811

代表理事　池田　規

浜松鉄工団地協同組合
〒430-0841 浜松市南区寺脇町706

1053-441-2956 FAX053-441-2957

理 事 長　鈴木　覺

天竜地区建設事業協同組合
〒431-3313 浜松市天竜区二俣町鹿島491番地の5

1053-926-1562 FAX053-925-6468

代表理事　長谷川　智彦

浜松電気工事協同組合
〒432-8024 浜松市中区鴨江町24番地

1053-453-6251 FAX053-453-5838

理 事 長　藤田　義二

【やいやい】…やれやれ
「一所懸命やったけど　やいやいだっけよ」
※感嘆詞として、感心、驚き、同情、失望などさまざまな場
面で広く使用される。

【やっきり】…腹が立つ
「あいつの言うこたぁ　ええかげんで　やっきりす
るよぉ」
※静岡を代表する方言。語源は「やっき（躍起）となる」、
「気を焼く」などの「焼き気」など複数説あり。

【やんばい】…天気のよい日のあいさつ
「今日は　ええ　やんばいだね」
※「いいあんばい」が縮まったもの。川根筋では「こんにち
は」。

【ゆるせくない】…（気にかかることがあって）落
ち着かない・せわしない

「やり残した仕事があるので　ゆるせくないなぁ」
※「ゆるせい」（気分が緩やか、せいせい）の否定形。「ゆる
せい」より使用頻度は高い。

や

【みこ】…覚え、ひいき
「あの子は　先生の　みこがいいね」
※「見込みがいい」が語源とされる。

【みるい】…未熟・柔らかい・若い
「このみかん　まだ　みるくて　酸っぱい」
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春野建設事業協同組合
〒437-0605 浜松市天竜区春野町気田111番地

1053-989-0233 FAX053-989-0669

理 事 長　正久　晃

企業組合浜名湖えるだークラブ
〒431-0431 湖西市鷲津332番地の8（湖西市商工会内）
1053-576-0637 FAX053-576-3981
http:// www.elderclub.jp/

代表理事　大塚　隆三

協同組合テクニカルパーク湖西
〒431-0443 湖西市山口630番地の1
1053-575-1608 FAX053-543-9233
E-mail:tpk@bz03.plala.or.jp

理 事 長　袴田　勝彦

本年もよろしくお願い申し上げます。
「誌上年賀交換」へのお申し込み、誠にありがとうございました。
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昨
年
一
〇
月
二
〇
日
・
二
一
日
、
滋
賀

県
大
津
市
の
大
津
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
な

ど
を
会
場
に
レ
デ
ィ
ー
ス
中
央
会
全
国

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
葦
良
し
よ
し

〜
環
境
よ
し
三
方
よ
し
暮
ら
し
よ
し
〜

を
テ
ー
マ
に
、
女
性
の
持
つ
優
れ
た
感
性

や
経
営
感
覚
を
地
域
の
経
済
活
性
化
に

役
立
た
せ
よ
う
と
全
国
中
央
会
の
主
催

な
ど
で
開
催
し
た
も
の
で
、
全
国
か
ら

約
三
八
〇
名
の
レ
デ
ィ
ー
ス
中
央
会
会

員
及
び
レ
デ
ィ
ー
ス
中
央
会
事
務
局
担

当
者
が
参
加
。
本
県
か
ら
は
増
田
恭
子

会
長
は
じ
め
七
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

開
会
式
典
で
は
、
嘉
田
由
紀
子
滋
賀

県
知
事
よ
り
「
た
く
さ
ん
の
力
強
い
女

性
が
い
て
頼
も
し
く
思
い
ま
す
。
こ
ん

な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
女
性
の
力
を
発
揮

し
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
励

ま
し
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

葦
　
良
し
　
よ
し
　
琵
琶
湖
と
環
境

基
調
講
演
で
は
、
琵
琶
湖
で
漁
を
営
む

戸
田
直
弘
氏
か
ら
環
境
に
対
す
る
社
会
的

貢
献
な
ど
に
つ
い
て
、
お
話
が
あ
り
ま
し

た
。
琵
琶
湖
の
環
境
問
題
、
植
樹
活
動
、

ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
な
ど
の
外
来
魚
問
題
を
学

術
会
議
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
積
極
的
に
発

言
さ
れ
る
戸
田
氏
は
「
現
在
の
琵
琶
湖
に

対
す
る
興
味
、
関
心
の
薄
れ
が
滋
賀
県
に

大
き
な
危
機
を
も
た
ら
し
て
い
る
」
と
危

機
感
を
表
し
ま
し
た
。
ま
た
県
の
無
形
文

化
財
に
「
湖
魚
の
ナ
レ
寿
司
」「
湖
魚
の

佃
煮
」「
ア
メ
ウ
オ
の
炊
き
込
み
ご
飯
」

が
選
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
て
「
県

民
に
長
く
愛
さ
れ
続
け
て
き
た
こ
れ
ら
湖

魚
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
味
わ
え
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。
も
っ
と
皆
が
関
心
を
持
つ
こ

と
で
琵
琶
湖
は
元
気
に
な
り
、
こ
の
豊
か

な
湖
は
安
全
な
水
や
魚
介
を
ず
っ
と
恵
与

え
て
く
れ
る
は
ず
」
と
琵
琶
湖
に
対
す
る

熱
い
思
い
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

基
調
講
演
に
続
き
、
し
が
中
小
企
業

女
性
中
央
会
か
ら
、
会
の
活
動
に
つ
い

て
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
会
場
で
は
、
県
産
品
の
展
示
や

販
売
が
行
わ
れ
、
多
く
の
参
加
者
が
滋

賀
の
伝
統
工
芸
品
に
触
れ
、
味
に
舌
鼓

を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通
じ
各
府
県
の

レ
デ
ィ
ー
ス
中
央
会
会
員
と
交
流
を
深

め
、
こ
れ
か
ら
の
静
岡
県
レ
デ
ィ
ー
ス
中

央
会
の
あ
り
方
や
活
動
内
容
な
ど
た
く
さ

ん
の
こ
と
を
学
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
静

岡
県
下
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
女
性
の
ち
か

ら
が
支
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
私

た
ち
と
も
っ
と
も
っ
と
静
岡
県
を
盛
り
上

げ
て
い
き
ま
せ
ん
か
？
レ
デ
ィ
ー
ス
中
央

会
の
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
中
央
会

情
報
企
画
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▲滋賀県産品展示・販売会場
▲びわ湖畔　おごと温泉　暖灯館　きくのや
客室11室がリニューアルオープンしました。

▼嘉田由紀子滋賀県知事

s
今
回
参
加
し
た
静
岡
県
レ
デ
ィ
ー
ス
中
央
会
会
員
の
皆
さ
ん（
敬
称
略
）。

（
前
列
左
か
ら
）

富
士
宮
駅
前
通
り(

商
振)

お
か
み
さ
ん
の
会

増
田
恭
子

（
静
岡
県
レ
デ
ィ
ー
ス
中
央
会
会
長
）

〃

望
月
喜
代
子

〃

早
川
富
江

伊
東
商
業(

協)

Ｄ
ｕ
ｏ
華
の
会

鈴
木
き
み
子

〃

森
下
巳
代
子

（
静
岡
県
レ
デ
ィ
ー
ス
中
央
会
理
事
）

（
後
列
左
か
ら
）

川
根
茶
業(

協)

サ
ー
ク
ル
茶
の
葉

河
畑
悦
子

（
静
岡
県
レ
デ
ィ
ー
ス
中
央
会
副
会
長
）

〃

小
薮
幸
子

T O IP C S

翌
二
一
日
に
は
、
し
が
中
小
企
業
女

性
中
央
会
池
見
美
智
子
さ
ん
が
営
む

「
お
ご
と
温
泉
暖
灯
館
き
く
の
や
」
へ
訪

問
。
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
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「各種助成金制度説明会」開催のご案内
新商品・新ビジネスマーケティングの

進め方

■主　催 （社）静岡県雇用支援協会・（財）21世

紀職業財団静岡事務所・静岡県労働保険事務組

合連合会

■各機関の扱う助成金制度の説明会を下記のとお

り開催します。多数、ご参加下さる様ご案内申

し上げます。

開催時間は各会場とも　13：30～16：00

※注：アルラの駐車場（無料）は、会館内45台

（来客用）と北側のアルラ利用者専用駐車場

76台をご利用ください。

■説明内容

①（社）静岡県雇用支援協会

・定年引上げ等奨励金

・障害者作業施設設置等助成金

・高年齢者等共同就業機会創出助成金

・障害者福祉施設設置等助成金

・障害者介助等助成金「業務遂行援助者の配置」

②（財）21世紀職業財団静岡事務所

・育児・介護雇用安定等助成金

・パートタイマー均衡待遇推進助成金

■参加申込方法

申込書を（社）静岡県雇用支援協会へ

平成22年1月18日（月）迄にFAX送信して下さい。

申込書（切り取らず送信。送付状は不要です）：

http://www.siz-sba.or.jp/info/H22.1nw.pdf

FAX：054-252-0423

■問合せ先

（社）静岡県雇用支援協会　助成納付部：落合・清水

TEL：054-252-1521

新商品・新事業開発分野において豊富な経験と

実績をもつ、株式会社日本能率協会コンサルティ

ングのチーフコンサルタントが、情報を活用して

ビジネスに付加価値をつけるノウハウや、新たな

市場創造へのアプローチ法などを、事例を交えて

お話します。

■日　時 平成22年1月16日（土）13:00～16:30

■会　場 B-nest静岡市産学交流センター

6階プレゼンテーションルーム

（静岡市葵区御幸町3-21ぺガサート6階）

■対　象

・中小企業経営者

・中小企業のマーケティング担当者

■内　容

・変化の兆しからビジネスチャンスをつかむ

・市場分析に基づく新商品開発

・市場創造の視点

・提案型の新商品・新ビジネス企画開発

・新商品・新ビジネスの価値を確実に伝えるポイント

・元気な中小企業の取組み事例の紹介　など

■講　師　池田裕一氏

株式会社日本能率協会コンサルティング

経営戦略事業部　チーフコンサルタント

■定　員　50名（先着）

■受講料 2,000円

※申込受付け後に案内をお送りいたします。受講

料は当日受付にてお支払いください。

■お申込 受講申込書に必要事項を記入の上、FAX

にてお送りください。またメールでの申込の場合

は、件名を「マーケティング支援講座12の申込」と

し、受講申込書の項目を明記してお送りください。

受講申込書：

http://www.siz-sba.or.jp/info/b-nestH22.1.16.pdf

■主催・お申込・お問合せ先

B-nest静岡市産学交流センター

電話：054-275-1655 FAX：054-275-1656

E-mail：info@hanjyou.jp

地区 月 日（曜） 会場 住所・電話 定員

静岡 1月20日（水） 120名

浜松 1月26日（火） 150名

袋井 1月28日（木） 100名

浜北 2月 3日（水） 120名

沼津 2月 4日（木） 100名

富士 2月 8日（月） 120名

焼津 2月 9日（火） 100名

静岡市民文化会館
3階　大会議室
（協）浜松卸商センター ※注
アルラ　2階　大ホール
袋井商工会議所
3階　研修室
浜松市浜北文化センター
3階　大会議室
沼津市民文化センター
2階　大会議室
富士商工会議所
4階401、402会議室
焼津市文化センター
3階　第1・2会議室

静岡市葵区駿府町2-90
054-251-3751
浜松市南区卸本町37
053-441-0851
袋井市新屋1-2-1
0538-42-6151
浜松市浜北区貴布袮291-1
053-586-5151
沼津市御幸町15-1
055-932-6111
富士市瓜島町82
0545-52-0995
焼津市三ヶ名1550
054-627-3111
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無料合同相談会

～飛躍に燃える中小事業者、必見!!～
「経営革新フェスタ」の開催
（静岡県経営支援室）

■目的

「経営革新計画」について、一層の普及・啓発を

図るとともに、計画承認を受けた中小事業者（新

商品等）を広くPRし、販路開拓、ビジネスマッチ

ングを促進するために、「経営革新フェスタ」を県

下7会場で開催します。

■経営革新計画とは

事業活動に関連した「新たな取り組み」を「数

値目標を持った計画」に具体化したものです。こ

の計画を知事が承認し、融資・補助金・税制等の

支援を受けることによって、その実現を図ります。

■経営革新フェスタの概要

■開催日、開催地（開催会場）

■詳しいお問い合わせは

＜事務局＞

静岡県産業部商工業局経営支援室

〒420-8601 静岡市葵区追手町9-6

電話：054-221-2526 FAX：054-221-2349

■お申込み方法

「経営革新ゼミナール」「名刺交換会」の参加希

望者は、下記URLの申込書に必要事項を記入の上、

FAXでお申込みください。

※展示会への来展はお申込み不要です。

FAX：054-221-2349

＜申込期日＞

「経営革新ゼミナール」

ご希望される開催日の5日前

「名刺交換会」

ご希望される開催日の10日前

※申込多数の場合は参加をお断りさせていただ

く場合がございます。

申込書

http://www.siz-sba.or.jp/info/keieikakushin.pdf

案内

http://www.siz-sba.or.jp/info/keieikakushin-annai.pdf

法律問題、登記問題、土地価格問題、境界問題、税

務問題、企業会計問題、労務・年金問題、特許出

願問題、その他

■主催：静岡県土業種連絡交流会

■日時：平成22年2月6日（土）午前10時～午後3時

■会場：

皆様のご相談に応じます。お気軽にお出かけください。

■お問合せ先：静岡県弁護士会

電話：054-252-0008 FAX：054-252-7522

今後、経営革新計画に取り
組む意欲のある中小事業者

県内の中小事業者、バイ
ヤー、消費者

項　目 経営革新ゼミナール 経営革新交流プラザ

実施概要 講演会、パネルディスカッション 展示会、名刺交換会（交流会）

実施内容

対　象

予定時間 13：30～16：10
展　示　会：13：00～16：40
名刺交換会：16：40～18：00

①経営革新の必要性に関
する基調講演の実施
②上記講師を司会者、経
営革新を実現した中小
事業者（3名）をパネリ
ストとして、パネルデ
ィスカッションの実施

①経営革新に取り組んだ
結果、商品化・事業化
した成果に関する展示
会の実施
②出展者と来場した中小
事業者、バイヤー等と
の間でビジネスマッチ
ングの機会を設定
③モニター調査の実施
④名刺交換会（交流会）
の実施

開　催　日 開催地 開 催 会 場

平成22年1月18日（月） 静岡市 ホテルアソシア静岡

平成22年1月21日（木） 富士市 ホテルグランド富士

平成22年1月25日（月） 沼津市 ホテル沼津キャッスル

平成22年1月28日（木） 藤枝市 藤枝エミナース

平成22年2月 1日（月） 伊東市 暖香園ボウル

平成22年2月 4日（木） 掛川市 掛川グランドホテル

平成22年2月 8日（月） 浜松市 グランドホテル浜松

東部地区 中部地区 西部地区

会場
ブケ東海1F ぺガサート7F 浜松まちづくり
ヴィア・ルーチェ 会議室 センター2F 研修室

住所 沼津市寿町7-37 静岡市葵区御幸町3-21 浜松市中区中央1-13-3

電話 055-922-5522 054-275-1655 053-457-2616
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財形転貸融資制度で社内住宅融資制度を 

① 事業主・事業協同組合が財形住宅金融㈱（福利厚生会社）に出資していること。 
　　　 （これからご利用の場合は、従業員数に応じて出資していただきます。 
　　　  ※出資金は750千円から3,750千円まで 
②  財形貯蓄を積立していること。（どこの金融機関等でもかまいません。） 

１.４２
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「
で
き
て
い
ま
す
か
？

世
代
間
の
意
思
疎
通
」

昨
年
度
、
あ
る
新
商
品
開
発

に
取
り
組
ん
で
い
る
社
長
さ
ん

か
ら
相
談
を
受
け
て
、
そ
の
新

商
品
開
発
へ
の
同
社
の
取
り
組

み
方
法
、
商
品
コ
ン
セ
プ
ト
や

デ
ザ
イ
ン
な
ど
に
つ
い
て
、
何

回
か
専
門
家
に
足
を
運
ん
で
も

ら
い
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

社
長
は
昭
和
一
〇
年
代
生

ま
れ
。
職
人
気
質
で
、
三
〇
代

の
息
子
さ
ん
が
専
務
で
後
継
者

で
す
。
私
は
当
初
、
社
長
が
非

常
に
良
好
に
専
務
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
お
り
、
二

人
三
脚
で
充
実
し
た
経
営
を
実

現
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
実
際
、
最
初
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
で
は
、
社
長
か
ら
新
商
品
販

売
に
つ
い
て
、「
専
務
が
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
利
用
し
て
新
た
な

販
売
方
法
を
検
討
し
実
践
し
て

お
り
、
販
売
実
績
も
少
し
ず
つ

出
て
、
十
分
期
待
で
き
る
」
と

い
う
発
言
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
専
門
家
と
何
回
か

ヒ
ア
リ
ン
グ
と
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
う
う
ち
に
、
社
長
が
ご
自
身

の
考
え
を
専
務
に
十
分
説
明
し

て
い
な
い
事
や
、
専
務
と
の
間

で
考
え
に
大
き
な
「
ズ
レ
」
が

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

困
難
が
多
い

次
世
代
と
の
共
通
認
識
形
成

結
局
専
門
家
か
ら
の
ア
ド
バ

イ
ス
は
、「
何
よ
り
ま
ず
、
社

長
と
専
務
が
少
し
づ
つ
で
も
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

り
、
お
互
い
に
理
解
を
深
め
よ

う
」
と
い
う
内
容
に
終
始
し
、

社
長
と
次
期
経
営
者
の
世
代
間

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
態

と
、
そ
の
困
難
を
感
じ
ま
し
た
。

こ
れ
と
は
別
に
、
あ
る
組
合

の
行
政
に
提
出
す
る
申
請
書
類

の
作
成
を
お
手
伝
い
し
た
際
に

も
、
理
事
長
さ
ん
の
企
業
で
同

じ
よ
う
な
経
験
を
し
ま
し
た
。

証
明
申
請
書
類
作
成
の
打
ち

合
わ
せ
の
あ
と
で
理
事
長
さ
ん

か
ら
、「
あ
と
は
○
○
と
い
う

も
の
と
話
を
進
め
て
く
だ
さ

い
」
と
、
理
事
長
さ
ん
と
別
の

苗
字
を
言
わ
れ
ま
し
た
。
私
は

従
業
員
の
誰
か
を
理
事
長
さ
ん

が
指
名
し
た
の
だ
と
勝
手
に
合

点
し
て
い
た
の
で
す
が
、
別
の

日
に
会
社
に
伺
い
、
そ
の
方
と

申
請
書
類
を
作
成
し
な
が
ら
お

話
し
て
い
て
、
そ
の
方
が
理
事

長
さ
ん
の
「
娘
む
こ
」
だ
と
わ

か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
私
は
こ

の
次
期
社
長
か
ら
予
想
も
し
な

い
言
葉
を
聞
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。「
私
は
こ
の
会
社
に
来
て

二
〇
年
近
く
に
な
り
ま
す
が
、

今
回
作
っ
た
申
請
書
類
を
何
の

目
的
で
作
っ
て
い
る
の
か
わ
か

り
ま
せ
ん
」
と
。

世
代
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は

中
小
企
業
永
遠
の
課
題
？

次
期
社
長
に
、
申
請
書
類
の

目
的
や
証
明
を
得
る
事
で
組
合

が
得
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
を
説
明

し
な
が
ら
、
中
小
企
業
で
の
社

長
と
息
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
は
、
私
自
身
が
、
息
子
と

し
て
も
父
親
と
し
て
も
世
代
間

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
困

難
な
の
と
同
様
、
誰
に
と
っ
て

も
困
難
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
と

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

設
立
当
初
先
代
社
長
た
ち
が

ひ
と
つ
の
目
標
を
持
っ
て
集
ま

っ
た
組
合
も
、
組
合
員
個
々
の

事
業
所
が
世
代
交
代
す
る
中
で

当
然
状
況
が
変
化
し
て
い
ま

す
。
設
立
当
初
の
目
的
や
事
業

が
次
世
代
経
営
者
に
そ
の
ま
ま

受
け
入
れ
ら
れ
る
事
は
ほ
ぼ
な

い
と
考
え
る
ほ
う
が
む
し
ろ
自

然
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

次
世
代
の
経
営
者
に
、
組
合

と
は
何
な
の
か
、
従
来
実
施
し

て
き
た
事
業
の
見
直
し
や
新
た

に
取
組
む
可
能
性
が
あ
る
事
業

の
有
無
に
つ
い
て
常
に
問
い
か

け
を
行
い
、
困
難
が
多
い
世
代

間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

中
央
会
の
立
場
で
お
手
伝
い
す

る
事
も
、
重
要
な
私
た
ち
の
役

割
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
次

第
で
す
。

（
平
川
）

指
導
員

現
場

の

か

ら

どなたでもお気軽にご利用いただける公共の宿。

ゆとりと
くつろぎの宿

〒410-2201 静岡県伊豆の国市古奈1133
TEL（055）948-1095（代）

〒420-0851 静岡県静岡市葵区黒金町5-1 TEL（054）221-6250�　FAX（054）251-8326
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三島市指定上下水道工事店協同組合

365日水道水の安定
供給への苦闘と努力

く み あ い 百 景

主
な
事
業
は
、
三
島
市
か
ら
委
託
を

受
け
て
行
う
水
道
使
用
量
を
計
測
す
る

検
満
メ
ー
タ
ー
の
取
替
業
務
及
び
漏
水

等
修
繕
待
機
業
務
で
あ
り
、
こ
れ
ら
関

連
業
務
収
入
が
平
成
二
〇
年
度
実
績
で

四
五
二
一
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

本
業
務
は
、
組
合
が
三
島
市
の
委
託

を
受
け
て
組
合
員
が
検
満
メ
ー
タ
ー
を

取
替
え
る
業
務
で
あ
る
。

三
島
市
の
世
帯
数
は
約
四
万
五
〇
〇

〇
世
帯
あ
る
。
ま
た
、
検
満
メ
ー
タ
ー

の
法
定
耐
用
年
数
は
五
年
と
さ
れ
、
五

年
毎
に
新
た
な
メ
ー
タ
ー
と
取
替
え
る

こ
と
で
、
正
確
な
料
金
徴
収
シ
ス
テ
ム

が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
平
成
二
〇
年
度
は
八
〇

六
八
個
の
メ
ー
タ
ー
を
取
替
え
た
。
こ

れ
を
組
合
員
一
社
当
た
り
に
換
算
す
る

と
月
平
均
二
四
個
、
取
替
作
業
は
平
均

平
成
二
一
年
一
〇
月
二
日
、
事
業
運

営
・
財
務
内
容
な
ど
が
健
全
で
あ
る
優

良
組
合
に
贈
ら
れ
る
産
業
振
興
知
事

褒
章
を
三
島
市
指
定
上
下
水
道
工
事

店
協
同
組
合
が
受
賞
し
た
。

同
業
の
組
合
は
静
岡
県
下
に
多
数

あ
り
、
水
道
水
の
安
定
供
給
に
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
る

が
、
事
業
運
営
は
厳
し
い
と
聞
き
、
そ

の
苦
闘
と
努
力
を
紹
介
し
た
い
と
し

て
片
野
誠
一
理
事
長
と
面
談
し
取
材

し
た
。

本
組
合
は
昭
和
六
二
年
四
月
、
三
島

市
の
指
定
を
受
け
て
上
下
水
道
工
事
を

行
う
事
業
者
三
三
名
（
現
行
二
八
名
）

が
、
建
設
業
の
厳
し
い
不
況
下
に
あ
っ

て
共
同
受
注
事
業
に
よ
り
受
注
の
安
定

確
保
を
目
指
し
て
組
合
を
設
立
し
た
。

三
〇
分
程
度
で
あ
る
が
、
先
方
と
の
連

絡
と
本
業
の
管
工
事
作
業
工
程
と
の
調

整
も
あ
っ
て
意
外
と
手
間
の
掛
か
る
業

務
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
関
し
て
片
野
理
事
長

は
、「
水
道
事
業
で
生
計
を
立
て
る
事

業
者
と
し
て
三
島
市
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス

の
一
環
と
心
得
、
毎
日
組
合
員
は
市
内

を
奔
走
し
て
い
る
」
と
い
う
。

本
待
機
業
務
も
三
島
市
か
ら
の
委
託

を
受
け
、
家
庭
等
か
ら
の
漏
水
連
絡
を

受
け
て
組
合
員
が
修
繕
工
事
を
行
う
業

務
で
あ
る
。

そ
の
た
め
二
八
社
の
組
合
員
は
、

「
三
島
市
民
に
対
す
る
水
道
水
の
安
定

供
給
は
我
々
の
使
命
」
と
捉
え
午
前
八

時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
三
六
五
日
、
非

常
時
に
備
え
待
機
し
て
い
る
。

平
成
二
〇
年
度
の
連
絡
件
数
は
六

八
〇
回
、
一
日
平
均
二
回
で
あ
る
が
、

特
に
土
日
祝
日
に
集
中
し
、
そ
の
対
応

に
追
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
三
島
市
か
ら
は
、
待
機
時
間

を
午
後
一
〇
時
ま
で
の
延
長
や
非
公
式

で
あ
る
が
将
来
的
に
は
二
四
時
間
の
待

機
体
制
と
水
道
本
管
の
緊
急
工
事
へ
の

待
機
要
望
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
要
望
に
つ
い
て
片
野

理
事
長
は
、「
水
道
水
の
安
定
供
給
を
目

組
合
設
立
経
緯

住　所 〒411-0816
三島市梅名556－9

理事長 片野誠一
組合員 28社
設　立 昭和62年4月8日
T E L 055-977-7384
F A X 055-977-9797

▼組合会館

検
満
メ
ー
タ
ー
の
取
替
業
務

漏
水
等
修
繕
待
機
業
務

▼検満メーター
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努
力
し
た
い
」
と
心
情
を
明
か
し
た
。

厳
し
い
現
実
の
中
で
も
、
後
継
者
へ

の
期
待
は
大
で
あ
り
、
平
成
一
四
年
五

月
組
合
青
年
部
を
発
足
し
た
。

平
成
七
年
、
高
度
化
資
金
を
活
用
し

建
設
し
た
倉
庫
機
能
を
有
す
る
組
合
会

館
二
階
の
研
修
室
で
は
、
多
く
の
青
年

部
の
会
員
が
、
新
製
品
、
新
工
法
、
パ

ソ
コ
ン
・
Ｃ
Ａ
Ｄ
研
修
に
参
加
。

ま
た
、「
水
の
都
・
三
島
」
を
テ
ー

マ
に
水
辺
自
然
環
境
の
再
生
と
改
善
を

目
指
す
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
ラ
ン
ド
ワ
ー
ク

三
島
に
参
加
し
て
、
水
道
週
間
奉
仕
作

業
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
中
心
的
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
青
年
部
に
「
新
た
な
共

同
事
業
の
企
画
を
目
指
し
、
よ
り
積
極

的
に
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
欲
し

い
」
と
の
抱
負
も
語
っ
て
く
れ
た
。

指
す
市
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
観
点
か
ら
大

い
に
受
け
入
れ
た
い
が
、
単
純
に
受
け

ら
れ
な
い
事
情
も
あ
る
」
と
し
て
、
次

の
と
お
り
説
明
し
て
く
れ
た
。

組
合
員
は
ピ
ー
ク
時
三
九
社
で
あ

っ
た
が
、
官
公
需
や
住
宅
建
築
の
減
少

と
共
に
二
八
社
に
減
少
、
事
業
規
模
は

従
業
員
二
・
三
人
の
小
規
模
事
業
者
が

殆
ど
で
、
休
日
出
勤
な
ど
の
労
務
管
理

上
の
課
題
も
あ
り
、
そ
の
対
応
は
年
々

厳
し
く
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
三
島
市
の
水
道
工
事
を
請
け

負
う
事
業
者
は
、
以
前
同
市
が
認
め
る

指
定
工
事
店
に
限
定
さ
れ
て
い
た
が
、

制
度
改
正
に
よ
り
他
市
で
認
め
ら
れ
た

指
定
工
事
店
で
あ
っ
て
も
三
島
市
の
水

道
工
事
へ
の
入
札
参
加
資
格
が
与
え
ら

れ
た
。
そ
の
数
約
二
〇
〇
社
、
組
合
員

二
八
社
を
除
く
待
機
義
務
の
無
い
一
七

二
社
に
対
す
る
不
満
も
あ
る
よ
う
だ
。

更
に
、
待
機
組
合
員
に
支
給
さ
れ
る

待
機
料
金
は
人
件
費
に
満
た
な
い
と
い

う
経
済
的
問
題
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
現
実
を
踏
ま
え
な
が

ら
片
野
理
事
長
は
「
水
道
関
連
で
生
計

を
立
て
る
我
々
業
界
、
水
道
水
の
安
定

供
給
に
努
め
た
い
と
す
る
組
合
員
、
厳

し
い
経
済
環
境
と
苦
闘
す
る
組
合
員
、

こ
の
よ
う
な
現
実
を
一
人
で
も
多
く
の

市
民
が
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
今
日
も

水
道
水
の
利
用
が
あ
れ
ば
、
う
れ
し
い

組合活性化情報

2010年「組合トップセミナー」・「新春賀詞交歓会」のご案内
静岡県中央会では、新春恒例の行事となりました「組合トップセミナー」・「新春賀詞交歓会」を下記のとお
り開催いたします。
大きな変革の年でありました2009年を振り返り、希望あふれる新年に向け決意を新たにする交流の機会
として頂ければ幸いです。
多くの皆様のご参加をお待ちいたしております。

◇開 　 催 　 日 　 程 平成22年1月14日（木）

第1部「組合トップセミナー」
15:00～　開会
15:20～　基調講演

第2部「新春賀詞交歓会」
16:30～18:00 交流会

◇会　　　　　　　場 ホテルセンチュリー静岡（JR静岡駅南口徒歩1分）

◇基 　 調 　 講 　 演 テーマ 「2010年政治・経済展望～報道から見た日本～」
講　師 杉尾秀哉（すぎお　ひでや）氏

TBS報道局編集センター解説委員

◇参　　　加　　　費 お一人 15,000円

◇お問合せ・お申込み 静岡県中小企業団体中央会　情報企画課　担当；押尾・真野
TEL. 054-254-1511
FAX. 054-255-0673

後
継
者
へ
の
期
待

▼片野理事長
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中小企業静岡1月号（通巻674号）

カメラを初体験。鼻から入れるタイプなら楽と聞き気楽
に臨んだら、鼻腔が狭いとやらでうまく通らない。やっ
とのことで胃に到達するも、涙で医師の実況中継も耳に
届かない。口からのはもっと辛いと思うと、青くなる。そ
れより何より、結果を受け取り青くなる。今年は、どう
やら生活習慣の“仕分け”が必要か！？（みゃ）
▼学生の頃、教科書で目にした小林秀雄著「無常といふ
こと」の一節。人生は（個人的解釈です）“過去から未来
へ向かって飴のようにのびた時間”という蒼ざめた思想。
最近になり、ふと感じてしまうことがあります。時間は、
自分とは全く関係なく流れているという絶対的事実。そ
の時には大事と思ったことが、実際はそれほどのことで
もなく、また、その逆もあり…今年はどんな1年になるの
でしょうか、楽しみでもあり、楽しみでもないような。
（押）
▼私は今年、年女です。しかも“ゴウノトラ”。一説によ
ると“ゴウノトラ”ではなく、“五黄（ゴオウ）の寅（ト
ラ）”というらしく、36年に一度“五黄”と“寅”が重な
るとても運気の強い年に産まれた人のことで、『男性は出
世する』『家族に3人いるといい』（何にいいのかはわかり
ませんが）などいろいろなことが言われています。しか
し『“五黄の寅”の女性は気が強くて嫌がられる』とも言
われています。困りました。が！その強すぎる運気をど
うにか見方にして今年も元気にがんばりたいと思います！！
（こぬま）

▼あけましておめでとうございます。
毎年、新春号の特集挿絵をお願いしているのは、表紙絵
でもおなじみの近藤よしひろ先生。今年も、懐かしく温
かい筆致が誌面をぐっと引き立てる。この特集、毎回テ
ーマを決め、打ち合わせをするのだが、当方、資料不足、
知識不足のため、「先生、こんな感じでお願いします…」
と消え入るような小声でお願いするのが精一杯。「うまく
やっておきますよ」と先生。一ヵ月半後、こちらの準備
不足を補って余りある素晴らし
い作品が誌面を飾った。昨年9
月号の表紙絵で先生が挿したこ
とばを思い出した。「注文より
良いものを作るのが職人です」。
（住川）
▼21年度から組合百景を担当
しています。取材に行く前に総
会資料を読んで取材構成を考えますが、特に「好事業実
績の要因は何か」をポイントにお話を拝聴したいと出掛
けます。取材していると総会資料の文書や数値では読み
取れない役員の苦労と組合員の努力が見えてきます。文
書表現は未熟でありますが、少しでも多くの組合関係者
に伝えようと創意工夫して記事を書いています。ポイン
トが伝わっていれば幸いです。（眞野美博）
▼禁煙も7年目に突入。ヤニ臭さは消えたが、加齢臭が気
になり始めた。内臓年齢も気になりだした矢先、先日胃

編集室便り

昨
年
五
月
東
京
出
張
の
折
、
ふ
と
書
店
に
立
ち
寄
る

と
一
冊
の
本
が
目
に
留
ま
っ
た
。
タ
イ
ト
ル
は
「
日
本

で
い
ち
ば
ん
大
切
に
し
た
い
会
社
」。
静
岡
県
出
身
の

坂
本
光
司
先
生
が
お
書
き
に
な
っ
た
本
で
あ
る
。

感
動
し
て
涙
が
あ
ふ
れ
る
本
と
の
出
会
い
で
あ
っ
た
。

建
設
産
業
の
教
育
に
従
事
し
て
三
〇
余
年
の
私
は
、

「
業
界
の
人
財
育
成
」
を
人
生
最
大
の
テ
ー
マ
に
掲
げ

全
国
に
足
を
運
ん
で
い
る
。

「
坂
本
先
生
を
セ
ン
タ
ー
に
呼
ん
で
講
演
し
て
も
ら

い
、
元
気
の
な
い
経
営
者
に
少
し
で
も
元
気
を
出
し
て

も
ら
え
れ
ば
・
・
・
」
と
の
一
心
で
坂
本
先
生
に
お
願

い
し
、
昨
年
一
一
月
に
経
営
者
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
。
講
演
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
北
海
道
か

ら
九
州
ま
で
全
国
か
ら
た
く
さ
ん
の
方
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
聴
講
者
は
皆
た
い
へ
ん
喜
ん
で
く
れ
た
。

今
、
建
設
産
業
は
社
会
か
ら
目
の
敵
に
な
っ
て
い
る

が
、
業
界
に
属
す
る
ひ
と
り
ひ
と
り
が
、
一
社
会
人
と

し
て
の
自
負
を
持
ち
「
い
ま
や
ら
ね
ば
い
つ
で
き
る
。

わ
し
が
や
ら
ね
ば
だ
れ
が
や
る
」
と
の
気
概
で
歩
ん
で

い
く
こ
と
で
道
は
拓
け
る
も
の
と
信
じ
て
い
る
。

私
は
、
こ
れ
か
ら
も
日
々
全
国
に
足
を
運
び
続
け
る

だ
ろ
う
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
豊
富
に
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
連
絡
下
さ
い
。
T
E
L
0
5
4
4
ー
5
2
ー
0
9
6
8

読 者 プ ラ ザ

「
一
冊
の
出
会
い
か
ら
」

職業訓練法人全国建設産業教育
訓練協会 富士教育訓練センター

専務理事

菅井文明

●発行人／静岡県中小企業団体中央会 〒420-0853 静岡市葵区追手町44-1 TEL／054-254-1511 FAX／054-255-0673

東部事務所 〒410-0881 沼津市八幡町7番1号 TEL／055-963-4511 FAX／055-963-8307
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